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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新しくなった水産増殖センタ一

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
水
産

増
殖
セ
ン
タ
ー
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
着
任
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
水
産
物
は
古
く
か
ら
自
民
に
と
っ

て
大
切
な
食
斜
品
で
あ
り
、
巌
近
で
は
そ

の
健
康
食
品
と
し
て
の
特
性
や
機
能
が
見

直
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
産
業
は
国
民

・
県
民
に

安
定
的
に
水
産
物
を
供
給
す
る
と
い
う
大

切
な
産
楽
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
漁
業
生
産

量
は
、
海
外
漁
場
等
の
縮
小
や
日
本
周
辺

の
資
源
の
悪
他
等
に
よ
り
、
近
年
減
少
傾

向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
展
開

並
び
に
増
養
殖
の
推
進
に
よ
る
沿
岸
漁
業

の
振
興
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。特に
、
沿
犀
漁
業
の
中
で
も
「
つ
く
り

育
て
る
漁
業
」
の
展
開
が
当
面
の
急
務
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ざ
い
わ
い
に
、
本
県
沿
岸
に
は
海
域
の

特
性
に
応
じ
て
、
種
々
の
水
産
動
植
物
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
ほ
た
て

が
い
、
ざ
け
、

あ
わ
び
、
ひ
ら
め
の
栽
培

漁
業
他
が
進
め
ら
れ
、
着
々
と
そ
の
成
果

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
よ
ろ
と
ば
し
い

所
長

菅

野

;専
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戸
Uz--悶

と
と
と
思
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

既
に
事
業
他
さ
れ
た
魚
種
の
安
定
生
産
と

新
た
な
魚
種
の
栽
箔
漁
業
他
に
向
け
た
調

査
研
究
や
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
及
び
放

流
等
の
技
術
開
発
に
日
夜
努
力
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
三
、
四
年
度
の

二
か
年
で
全
面
新
築
工
事
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
竣
工
の
運
び
と
な

り
、
用
地
及
び
建
物
の
面
積
は
約
二
倍
と

な
っ
た
ほ
か
温
度
制
御
装
置
、
オ
ゾ
ン
発

生
装
置
等
の
施
設
や
機
器
も
整
備
さ
れ
、

そ
の
装
は
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

ζ

こ
に
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
乙
れ
を
機
会
に
皆
様
か

ら
の
ど
期
待
に
応
え
る
べ
く
職
員
一
同

一
意
専
心
業
務
に
精
進
す
る
覚
悟
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の

御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
漁
業
者
の
た
め
に
あ
り

ま
す
。
山
積
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
漁
業

者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
現
場
で
学
べ
」

、

「
生
物
か
ら
学
べ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
で
考
え
、
行
動
し
、
将
来
を

切
り
開
い
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ど
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

青森県水産増殖センター発行
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平
成
五
年
度

事
業
計
画
と
分
担

田
村

員
通

部
長

青森県水産増殖センタ ーだよ り第64号

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
加
藤
徳

雄
研
究
管
理
員
が
漁
業
振
興
課
に
、
柳
谷

智
主
任
研
究
員
が
水
産
修
練
所
に
、
松
原

久
技
師
が
水
産
試
験
場
に
転
出
し
ま
し
た
。

代
わ
っ
て
漁
業
振
興
課
よ
り
山
口
伸
治
総

括
主
任
研
究
員
が
転
入
し
、
さ
ら
に
、
所

内
異
動
で
永
峰
文
浮
研
究
管
理
員
が
ほ
た

て
が
い
部
よ
り
配
属
に
な
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
部
の
仕
事
は
自
動
観
測
ブ
イ
お
よ
び

試
験
船
「
な
つ
ど
ま
り
」
(
浜
田
船
長
)

を
用
い
て
陸
奥
湾
を
中
心
と
し
た
水
温
、

塩
分
等
の
海
洋
環
境
調
査
と
磯
焼
漁
場
に

お
け
る
栄
養
塩
等
の
侶
学
環
境
調
査
及
び

貝
毒
の
監
視
、
貝
毒
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
発
生
状
況
等
の
調
査
を
主
俸
と
し
て
い

ま
す
。お
お
ま
か
に
は
昨
年
ま
で
の
仕
事
と
同

じ
で
す
が
、
本
年
度
よ
り
貝
毒
関
係
の
仕

事
の
中
で
貝
毒
安
全
対
策
事
業
が
貝
毒
被

害
防
止
対
策
事
業
と
な
り
、
貝
毒
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
生
態
追
究
と
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
発
生
量
予
知
及
び
毒
他
予
知
手
法
開

発
に
よ
り
一
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
く
乙
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

具
依
的
な
仕
事
と
担
当
は
、
次
の
と
お

り
で
す
0

1

浅
海
定
線
調
査(
田
村
部
長
ほ
か
)

Z

陸
奥
湾
海
況
予
報
確
立
調
査

(
永
峰
研
究
管
理
員
ほ
か
)

&

員

毒

被

害

防

止

対

策

事

業

(
山
口
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

4

赤
潮
貝
毒
監
視
事
業

(
山
口
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

ι
磯
焼
対
策
総
合
調
査
事
業

(
栄
養
塩
調
査
)

(
秋
山
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

~ 

，園、

部
長

俊
輔

田
中

定
期
人
事
異
動
で
ほ
た
て
貝
部
の
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
り
ま
し
た
。
小
倉
大
二
郎
研

究
管
理
員
が
青
森
県
栽
倍
漁
業
公
社
か
ら

転
入
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
内
部
異
動
で
永
峰
文
洋
研
究
管

理
員
が
漁
場
部
へ
転
出
し
ま
し
た
。

ほ
た
て
貝
部
で
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
(
但

し
、
貝
毒
を
除
く
)
を
対
象
に
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
と
分
担
は
、
次
の

通
り
で
す
0

1

ホ
タ
テ
ガ
イ
成
育
環
境
調
査

県
単
間
和
五
四
年
l

(小
倉
研
究
管
理
員
ほ
か
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
増
養
殖
試
験

2. 

〆圃崎、

昭
和
四
三
年
l
(
相
坂
技
師
ほ
か
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
稚
員
夏
季
大
量

へ
い
死
対
策
試
験

県

単

平

成
三
年
l
平
成
七
年

(
小
倉
研
究
管
理
員
ほ
か
)

4

ホ
タ
テ
ガ
イ
優
良
品
種
作
出

試
験

県
単
平
成
四
年
l
平
成

一
O
年

(
小
坂
主
任
研
究
員
ほ
か
)

ふ

ホ

タ

テ

ガ

イ

養

殖

管

理

工

程

の
改
善
に
関
す
る
研
究

国
補
平
成
五
年
l
平
成
七
年

(
相
坂
筏
師
ほ
か
)

&

ホ

タ

テ

ガ

イ

種

苗

生

産

技

術

研
究

県
単
昭
和
四
三
年
l
(
相
坂
技
師
ほ
か
)

工

ホ

タ

テ

ガ

イ

保

護

水

面

管

理

事

業

国
補
昭
和
四
=
一年
l
(
相
坂
技
師
ほ
か
)

本
年
度
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

県
単

3. 

戸--

部
長

平
野

忠

乙
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
山
内
主
任

研
究
員
と
姥
名
技
師
が
水
産
試
験
場
へ

転
出
し
、
代
っ
て
鯵
ケ
沢
地
方
水
産
業
改

良
普
及
所
か
ら
伊
藤
総
括
主
任
研
究
員

(
昇
任
)
が
転
入
、
ま
た
所
内
の
配
置
換

で
魚
類
部
か
ら
泉
田
技
師
が
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
乙
の
他
に
高
林
主
任
研
究
員
を
加
え
た

四
名
の
布
陣
で
貝
類
部
の
仕
事
を
進
め
て

い
く
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

貝
類
部
の
主
な
事
業
と
担
当
は
、
次
の

と
お
り
で
す
0

1

特
定
研
究
開
発
促
進
事
業

(
ア
ワ
ビ
の
再
生
産
機
構
の

解
明
に
関
す
る
研
究
)

天
然
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
の
産
卵
や
稚
貝

の
減
耗
等
を
調
査
す
る
乙
と
に
よ
り
、
資

源
の
再
生
産
機
構
及
び
資
源
変
動
要
因
を

解
明
し
ま
す
。
(
伊
藤
総
括
主
任
研
究
員
)

地

域

特

産

種

量

産

放

流

2. 
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技
術
開
発
事
業
(
ホ

ッ
キ
ガ
イ
)

本
県
太
平
洋
海
域
に
お
け
る
重
要
資
源

で
あ
る
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
栽
培
漁
業
他
の

促
進
の
た
め
、
昨
年
度
ま
で
の
増
殖
技
術

開
発
事
業
に
引
き
続
き
、
さ
ら
に
五
年
間

を
か
け
て
種
苗
量
技
術
、
中
間
育
成
技

術
、
放
流
技
術
の
開
発
を
行
う
つ
も
り

で
す
。

(高
林
主
任
研
究
員
)

ナ
マ
コ
増
殖
管
理
技
術
開

発
試
験

ナ
マ
コ
の
栽
倍
漁
業
佑
確
立
の
た
め
、

種
苗
量
産
の
効
率
伯
を
図
る
と
と
も
に
、

種
苗
放
流
の
管
理
技
術
を
開
発
す
る
も
の

で
す
。 3. 

3Q(討需主同徒主固く主同建知需主同匂吉岡d主回d主回d言司妥言回cs同《言回

(
泉
田
技
師
)

重
要
員
類
増
殖
試
験

(
サ
ザ
エ
)

本
県
日
本
海
側
に
お
け
る
重
要
資
源
で

あ
る
サ
ザ
エ
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
、
中

間
育
成
、
種
苗
放
流
な
ど
の
各
種
試
験
を

行
い
、
増
殖
技
術
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

(
伊
藤
総
括
主
任
研
究
員
)

4. 

-、、

-、、
部
長

塩
垣

魚
類
部
員
の
異
動
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。中
西
康
義
技
師
が
主
任
研
究
員
に
昇
格

し
ま
し
た
。
水
産
試
験
場
か
ら
涌
坪
敏
明

技
師
が
昇
格
し
て
主
任
研
究
員
と
し
て
転

入
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ソ
イ
担

当
の
泉
田
哲
志
技
師
が
貝
類
部
に
転
出
し

ま
し
た。

今
年
度
の
主
な
事
業
内
容
と
担
当
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

-

ニ

シ

ン

増

殖

試

験

(
涌
坪
主
任
研
究
員
ほ
か
)

Z

ム
シ
ガ
レ
イ
種
苗
量
産

技

術

開
発
試
験(
中
西
主
任
研
究
員
ほ
か
)

&

ク

ロ

ソ

イ

放

流

技

術

開

発

事
業

4. 

(
涌
坪
主
任
研
究
員
ほ
か
)

マ
ダ
ラ
量
産
技
術
開
発
事
業

(
中
西
主
任
研
究
員
ほ
か
)

特
定
海
域
養
殖
業
推
進
調
査

事
業
(
ク
ロ
ソ
イ
)

5. 

戸画、、

1憂

(
涌
坪
主
任
研
究
員
ほ
か
)

電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策

事

業

大
間

地
点
:
・奥
一戸
・
ク
ロ
ソ
イ
養
殖

試
験

(
中
西
主
任
研
究
員
ほ
か
)

工

地

域

特

産

種

資

源

管
理
推
進

事
業
(
川
内
町
・
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
)

(
塩
垣
部
長
)

6. 

部
長

松
本

昌
也

海
草
部
で
は
人
事
異
動
等
に
よ
る
メ
ン

バ
ー
の
交
替
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

桐
原
技
師
が
主
任
研
究
員
に
昇
任
し
ま

し
た
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。海
車
部
の
主
な
事
業
と
担
当
は
、
次
の

と
お
り
で
す。

1

磯

焼

け

対

策

総

合

調

査

事

業

昨
年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
、
三
ヶ
年
の

-、、

計
画
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
機
焼
け

の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

(桐
原
主
任
研
究
員
)

Z

優
良
海
藻
種
苗
開
発
試
験

優
良
な
形
質
を
持
つ
養
殖
用
マ
コ
ン
ブ

の
種
苗
を
得
る
た
め
、
選
抜
育
種
、
移
植

等
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
期
間
は
昨

年
度
か
ら
八
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
で
す
。

(藤
川
技
師
)

&

エ

ゴ

ノ

リ

養

殖
管
理
技
術

開
発
事
業

昨
年
度
ま
で
実
施
し
た
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖

実
証
試
験
を
衣
替
え
し
て
行
う
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
に
合
っ
た
養
殖
技
術
の

開
発
や
人
工
採
苗
技
術
の
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。

実
施
期
間
は
今
年
度
か
ら
八
年

度
ま
で
の
四
ヶ
年
で
す
。

(
桐
原
主
任
研
究
員
)

4

放
流
漁
場
高

度
利
用
技
術

開
発
事
業

放
流
ア
ワ
ビ
の
回
収
率
を
高
め
る
た
め

に
放
流
時
期
、
サ
イ
ズ
、
効
果
及
び
害
敵

生
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
同
様
に
行
い
ま
す
。
実
施
期
間

は
二
年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年

で
す
。

(藤
川
技
師
)

電
源
立
地
地
域
温
排
水
対

策
事
業
調
査

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

5. 

マ
コ
ン
ブ
の

増
養
殖
方
法
や
空
ワ
ニ
資
源
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度

か
ら
マ
ツ
モ
養
殖
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

(
桐
原
主
任
研
究
員
ほ
か
)

特

定
地
域
沿
岸
漁
場
整
備

開
発
調
査

漁
場
整
備
開
発
の
方
法
を
検
討
す
る
た

め
、
八
一戸
・
階
土
地
先
に
お
い
て
、
海満開

等
の
生
物
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
聞
は
昨
年
度
か
ら
六
年
度
ま
で
の

三
ヶ
年
で
す
。

(高
山
技
師
)

6. 

標
識
魚
を

探
し
て
く
だ
さ
い
グ

魚
類
部
か
ら
の
お
願
い

マ
ダ
ラ
・

脇
野
沢
村
漁
協
で
中
間

育
成
し
と
も
の
を
6
月
上

旬
、
網
島
周
辺
で
政
流
予

定
で
す
(
在
腹
鰭
叛
去
u
。

ニ
シ
ン
:
:
:

6
月
中
旬
野
辺
地
沖
で

間以流
予
定
で
す

(
幻
自
令

で
A
L
C目
石
染
色
の
標

識
を
伺
け
ま
し
だ)。

ク
ロ
ソ
イ
・

昨

年
同
僚
叩
月
頃
、
脇

野
沢
村
、
北
金
ヶ
沢
沖
で

放
流
予
定
で
す

(
い
ず
れ

も
腹
鰭
扱
去
)。

ホ
シ
ガ
レ
イ
:

日
本
栽
倍
漁
業
協
会
宮

古
事
業
場
で
昨
年
度
生
産

し
芝
種
苗
四
五

O
尾
を
中

間
育
成
後
、
小
田
野
沢
で

2
月
に
放
流
し
ぎ
し
芝

(体
後
背
部
に
黄
色
の
デ

ィ
ス
ク
を
結
着)。

連
絡
先

漁

協

、
普
及
所

水
鼠
、
セ
ン
タ
ー
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海
況
自
動
観
測
新
シ
ス
テ
ム
の
横
討

『ブ
イ

・
ロ
ボ
ッ
ト
』
の
呼
び
名
で
、

漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「海
況
自
動
観
測
装
置
」
の
シ
ス
テ
ム
更

新
に
向
け
た
検
討
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
五
九
年
度

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
二
代
目
の
シ
ス

テ
ム
で
今
年
度
で
十
年
目
宇
伊
迎
え
ま
す
が
、

狗
設

・
機
器
類
の
老
朽
他
が
進
む
一
方
で

は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
増
加
と
情
報
処

理
の
高
度
他
の
必
要
性
を
満
た
す
た
め
の

デ
ー
タ
処
理
能
力
の
大
幅
な
増
強
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
乙
で
、
平
成
六

年
度
に
全
面
的
な
シ
ス
テ
ム
更
新
を
計
画

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
な
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

陸
奥
湾
に
初
め
て
五
基
の
海
況
自
動
観

測
装
置
が
導
入
さ
れ
、
運
用
が
始
め
ら
れ

た
の
は
昭
和
四
八
年
度
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
当
初
か
ら
、
陸
奥
湾
の
総
合
的

な
漁
業
開
発
の
た
め
の
海
洋
環
境
の
把
握

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

青森県水産増殖センタ ーだより第64号

漁
場
部
研
究
管
理
員

永
峰

文
洋

こ
れ
だ
け
長
期
に
わ
た
っ
て
大
変
充
実
し

た
観
測
デ

1
タ
を
整
理
蓄
積
し
て
い
る
海

域
は
非
常
に
ま
れ
で
、
研
究
上
将
来
も
貴

重
な
デ

1
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、

「プ
イ
ロ
ボ
デ
l
タ
」

と
し
て
漁
業
者
に
直
接
回
提
供
さ
れ
る
観
測

結
果
は
、
試
験
研
究
機
関
内
に
と
ど
ま
ら

ず
漁
業
の
現
場
で
も
役
立
ち
、
ホ
タ
テ

ガ
イ
増
養
殖
を
始
め
と
す
る
陸
奥
湾
の
漁

業
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
委
員
会
で
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
基
本
的
な
検
討

事
項
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
行
の

テ
レ
メ
ー
タ
プ
イ
三
基
+
自
記
式
ブ
イ
三

基
と
い
う
構
成
、
ま
た
、
観
測
項
目
と
し

て
現
行
の
水
温
、
題
分
、
熔
存
酸
素
、
流

向
・
流
速
、
気
象
の
他
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

餌
粉
環
境
の
変
動
に
つ
い
て
重
要
な
ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル
量
の
指
標
と
な
る
蛍
光
強
度
を

加
え
る
こ
と
、
そ
の
他
デ
ー
タ
伝
送
方
式

戸-.，

--

の
改
善
、
デ
ー
タ
処
理
機
能
の
充
実
、
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
の
連
携
に
よ

る
解
析
等
々
で
あ
り
ま
す
。

何
れ
に
し
ま
し
で
も
現
在
ま
で
の
運
用

経
験
と
電
子
工
学
等
の
関
連
技
術
の
進
歩

の
成
果
宇
佐
充
分
に
と
り
い
れ
た
、
ま
た
、

漁
業
者
の
期
待
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
、

最
新
鋭
の
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
十
分
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
管
理

工
程
の
改
善
に
関
す
る
研
究

研

究

内

容

近
年
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
で
は
大
量
生

産
に
伴
う
と
思
わ
れ
る
小
形
伯
や
品
質
の

低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
克
服
し
て
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を

図
る
た
め
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
管
理
工
程

の
改
善
に
関
す
る
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
良
質
の
種
苗
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
収
容
密
度
、
分

散
時
期
な
ど
を
生
産
現
場
で
調
査
し
、
品

質
向
上
の
た
め
の
巌
適
管
理
方
法
を
実
証

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
環
境
変
動
に
対
応
す

る
た
め
、
環
境
条
件
の
変
動
実
態
を
把
握

・

解
析
す
る
と
と
も
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
成

長
・
品
質
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
、

環
境
変
動
を
克
服
す
る
た
め
の
管
理
手
法

〆園、

ほ
た
て
員
部
長

俊
輔

田
中

も
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
も
と
ず
い
て
、
養
殖
管
理
工

程
券
見
直
す
と
と
も
に
、
量
か
ら
質
へ
の

転
換
を
め
ざ
し
た
新
た
な
管
理
工
程
を
待

築
・
実
証
し
ま
す
。

波

及

効

果

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
及

.n種
苗
性
、

養
殖
管
理
工
程
、
漁
場
生
産
力
変
動
要
因

を
検
討
し
て
、
昭
和
五

0
年
代
に
確
立
さ

れ
た
養
殖
管
理
工
程
を
見
直
し
て
新
た
な

養
殖
管
理
工
程
を
確
立
し
ま
す
。
そ
の

結
果
占
伊
生
産
現
場
に
普
及

・
定
着
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
の

持
続
的
発
震
を
促
進
し
て
い
く
乙
と
が
で

き
ま
す
。

ナ
マ
コ
増
殖
管
理
技
術
開
発
試
験

四
月
か
ら
貝
類
部
に
配
属
さ
れ
、
ナ
マ

コ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
冬
の
味
覚
と
し
て
お
な
じ
み
の

ナ
マ
コ
は
主
に
マ
ナ
マ
コ
(
匂

R
P
。、定伺

LBHV0
3
R
E
∞
回
「
回

Z
同
K
F
)

で
す
。

マ
ナ
マ
コ
は
体
色
に
よ
り
赤
褐
色
型
、
青

緑
色
型
、
黒
色
型
の
三
つ
の
型
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
赤
褐
色
型
は
岩
礁
部
に
、
ま
た
、

戸園、

員
類
部
技
師

泉
田

哲
志

青
緑
色
型
、
黒
色
型
は
砂
泥
部
に
多
く
分

布
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
ナ
マ
コ
の
生
産
量
は
、
平
成
三

年
度
五

一
七
ト
ン
で
全
国
で
五
位
の
有
数

な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
九
九
パ
ー

セ
ン
ト
が
陸
奥
湾
に
お
い
て
漁
獲
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
マ
コ
は
価
格
が
比
較

的
高
い
こ
と
、
餌
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
競
合

し
な
い
乙
と
、
さ
ら
に
、
海
底
の
有
機
物
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を
餌
と
し
て
海
の
浄
伯
に
も
一
役
買
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
に
次
ぐ
陸
奥
湾
の
名
物
と
し

て
育
て
上
げ
よ
う
と
い
う
声
が
で
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
田
和
五
三
年
の
九
一
七
ト
ン

を
ピ

1
ク
に
最
近
生
産
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ナ
マ
コ
漁
業
の
衰
退
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
ナ
マ
コ
資
源
の
回
復
を
図
る
た
め
、

昭
和
六
十
年
度
か
ら
ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

種
苗
生
産
に
お
い
て
は
、
浮
遊
期
は
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
、
着
底
以
後
は
付
着
珪

漢
を
餌
と
し
て
飼
育
し
て
い
た
た
め
、
餌

の
箔
養
量
が
稚
ナ
マ
コ
生
産
増
の
制
限
要

因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
霞
近
、
有
機
物
粒
や
海
凝
粉
末

な
ど
安
価
で
大
量
に
入
手
で
き
る
人
工
の

餌
を
用
い
た
飼
育
方
法
が
開
発
さ
れ
、

稚
ナ
マ
コ
飼
育
の
省
力
他
と
量
産
佑
の

目
処
が
立
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
種
苗

の
放
流
後
の
効
果
も
徐
々
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
ず
本
年
度
か
ら
、
種
苗
量
産
の

効
率
伯
を
図
る
と
と
も
に
、
種
苗
放
流
に

よ
る
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
放
流

種
苗
の
管
理
技
術
を
確
立
し
、
湾
内
に
お

け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
業
と
の
複
合
経
営

50<;言問d言回這吉岡〈言回妥主回需主同信言司逗言岡這言同逗言回逗言回逗言回《言回

〆ーヘ

F崎、

伯
を
図
り
、
沿
岸
漁
家
経
営
の
安
定
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ナ
マ
コ
増
殖

管
理
技
術
開
発
試
験
を
開
始
す
る
乙
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
ま
で
に
種
々

の
試
験
を
行
っ
て
、
ナ
マ
コ
裁
措
漁
業
伯

理
験
管

試

殖

発
増
調
コ
i
l

マ
術
ナ
技

栽培漁業定着
による

生産量の増大

戸園、、

の
た
め
の
「
種
苗
生
産
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

「
種
苗
放
流
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し、

生
産
量
増
大
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
(
図
参
照
)

成果の応用

A.種苗量産の効率化
。種苗量産効率化

試験

B.放流種苗管理技術
の確立
。中間育成効率化

試験
。放お干し用標識開発

試験
。育成管理技術開

発試験

o漁業 ・資源管理

技術開発試験

ナマコ栽培漁業化の展開フロー

，-、ム
シ
ガ
レ
イ
量
産
技
術
開
発
試
験

本
事
業
は
県
単
事
業
で
、
平
成
九
年
度

ま
で
の
五
カ
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

カ
レ
イ
類
は
ヒ
ラ
メ
と
並
び
、
本
県
の

重
要
な
底
魚
資
源
の
一
つ
で
す
。
一
般
に
、

カ
レ
イ
類
は
冷
水
性
で
あ
り
、
本
州
南
部

で
は
珍
し
い
も
の
で
す
。
僅
か
に
本
県
で

ク
ロ
ガ
シ
ラ
(
ガ
レ
イ
)
と
称
し
て
い
る

マ
コ
ガ
レ
イ
が
九
州
沿
岸
に
も
産
し
、
貴

重
品
扱
い
さ
れ
て
い
る
の
は
御
存
じ
の
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
北
の
海
域
ほ
ど
種
類

が
多
く
、
本
県
で
も
二
二
種
の
生
息
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

ム
シ
ガ
レ
イ
は
本
県
で
は
ミ
ズ
ク
サ

(
ガ
レ
イ
)
と
か
ミ
ズ
ガ
レ
イ
と
呼
ば
れ

ま
す
が
、
乙
こ
十
年
以
上
も
前
か
ら
減
産

傾
向
が
著
し
く
、
乙
の
頃
で
は
本
当
に

稀
な
魚
種
と
な
り
ま
し
た
。
栽
結
対
象
種

と
し
て
カ
レ
イ
類
の
中
で
最
初
に
本
種
を

取
り
上
げ
た
の
は
何
と
言
っ
て
も
そ
の

刺
身
は
ヒ
ラ
メ
と
並
ん
で
他
の
カ
レ
イ
を

寄
せ
つ
け
な
い
ほ
ど
美
味
で
、
ま
た
キ
ロ

三
千
円
と
高
価
な
乙
と
で
す
。
築
地
の
魚

市
場
で
は
キ
ロ
一
万
六
千
円
も
し
て
お
り

ま
し
た
(
二
月
末
)
。
さ
ら
に
、
外
海
の

魚
類
部
長

塩
垣

優

水
探
二

t
三
百
メ
ー
ト
ル
が
主
生
息
域
で

あ
り
、

一二
t
五
月
の
産
卵
接
岸
期
の
み
浅

場
に
来
遊
し
、
底
建
網
、
刺
網
、
延
縄、

一
本
釣
と
幅
広
い
漁
業
で
漁
獲
で
き
る
利

点
が
あ
り
ま
す
。
日
本
海
に
お
け
る
沿
岸

漁
業
対
策
と
し
て
魅
力
あ
る
魚
種
と
い
え

ま
す
。事
業
の
内
容
は
、
種
苗
量
産
技
術
の
開

発
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ラ
メ

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
体
色
異
常
並

び
に
奇
形
(
眼
位
異
常
等
)
の
防
止
対
策

技
術
開
発
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

初
年
度
は
、
大
声
瀬
漁
業
協
同
組
合
で

水
揚
げ
さ
れ
る
親
魚
か
ら
採
卵
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
御
協
力

の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。



平
成
五
年

四

月

・

ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
採
箇
調
査

-
外
国
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
調
査
(
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
)

・
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産
開
始

・
ト
グ
ク
リ
ガ
ニ
標
識
放
流
(
川
内
)

・
ホ
ッ
キ
ガ
イ
資
源
調
査
(
三
沢
)

-
春
季
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査

-
ム
シ
ガ
レ
イ
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
、
ナ
マ
コ
等
の
種
苗
生
産
開
始

.
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
検
討
会

-
陸
奥
湾
自
動
観
測
ブ
イ
更
新
に
係
る
第
一
回
検
討
委
員
会
開
催

.
マ
ダ
一
フ
標
識
放
流
(
脇
野
沢
)

-
ニ
シ
ン
標
識
放
流
(
野
辺
地
)

-
ア
ワ
ビ
成
熟
度
、
ラ
l
パ
調
査
(
易
国
間
)

・
ク
ロ
ソ
イ
養
殖
試
験
(
奥
一戸
)

-
ト
グ
ク
リ
ガ
ニ
夏
眠
期
生
態
調
査
(
川
内
)

.
地
古
三
口
増
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ
実
態
調
査

-
ク
ロ
ソ
イ
標
識
放
流
(
大
一戸
瀬
、
脇
野
沢
)

・
秋
期
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査

-
ホ
ッ
キ
ガ
イ
放
流
追
跡
調
査

-
ホ
タ
テ
ガ
イ
母
貝
調
査
開
始

-
マ
ダ
ラ
の
種
苗
生
産
と
資
源
生
態
調
査
開
始

国争民~出~出~同~回争回争出~民:;>þ民:;>þ回争民~旺~ 6

五

月

六

月

青森県水産増殖センタ ーだより第64号

七

月

九八

月月

十

月

十
一
月

士
一
月

平
成
五
年
度
年
間
主
要
行
事
予
定

平成5年度水産i曽殖センター職員配置

平
成
六
年

二

月

・

機
焼
け
対
策
総
合
調
査
報
告
会

三

月

・

ニ
シ
ン
種
苗
生
産
開
始

長一一須藤潔主幹、荒田茂主査、柴崎輝彦主事
文) 和田幸市櫛B技師、盛善道技能技師iF 総務

(神

総括研究管理員ァ 永峰文洋研究管理員、秋山由美子総括主任研究員
漁場部長事務取援 |山口伸治樹舌主任研究員、オマ拝子技能主事
(田村異通) I 

なつどまり一一安田勝機関長、吹越弘夫甲板長
(潰田勝糊合長) ) 11口一彦甲板員、逢坂健幸機関員

総括研究管理員一一小倉大二良開究管理員、小坂善信主任研究員
ほたて貝部長事務取扱 相坂幸二技師、鹿内満春技能技師
(田中俊輔)

部 長一一伊藤秀明総括主任研究員、高林信雄主任研究員
忠) 泉田哲志技師

貝類
(平野

所 長 一フ
(菅野簿記)/

ム 次 長
(杉揮祐之助)

長一一中西康義主任研究員、涌坪敏明主任研究員
優) 五十嵐照明技能主事、 )11村要技能技師
部魚類

(塩垣

総括研究管理員一 桐原慎二主任研究員、藤)11義一技師
海草部長事務取扱 高山治技師
(松本昌也〉

在一 吉田由孝主任研究員、吉田秀雄技師駐町上階

哲研究管理員、大川光員肢師遣 一一坪田派社公


